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【音の鳴る仕組み】

①内部音源を使う方法

主にＣＰＵが音を作るため、性能の低いパソコンでは音質が低い （どれだけ性能の高いパソコンでも音質。

は外部音源には及ばない）

②外部音源を使う方法

パソコンの性能に関わらず、高音質。しかし、外部音源の値段が高い（数万円～１０万円程度 。）

【ＤＴＭの基本ソフト】

ワープロ・・・一太郎，Word

表計算・・・Excel，Lotus1-2-3

インターネット・・・インターネットエクスプローラ，ネットスケープ

ＤＴＭ（ＭＩＤＩ ・・・Cherry（フリーソフト、つまり無料で利用できる！））

XGworks（YAMAHA）

Cakewalk Home Studio（エディロール）

【外部音源について】

外部音源はYAMAHA，ローランド（エディロール ，KORGなどの会社から販売されている。また、外）

部音源以外にも電子ピアノ，シンセサイザーなどにも内蔵されており、使用される音色は１２８種類となっ

ている。これをＧＭ規格という。

YAMAHA及びローランドは、１２８種類では少ないということから、ＧＭ規格以上の独自の規格を設け

、 。 、 （ ）ており 現在では２０００種類近くの音色を扱うことができる しかし ＧＭ規格で扱える音 １２８音色

以外は各社が共通しているわけではないので、例えばYAMAHA独自の音色を使用して作った曲をローラン

ドの音源で演奏すると違った楽器で演奏されるということが生じてしまうことがある。したがって、ＤＴＭ

で曲を作る場合はできるだけＧＭ規格の１２８音で曲を作ることが望ましい。

参考ＨＰ

http://www.yamaha.co.jp/

http://www.roland.co.jp/

http://www.korg.co.jp/

（標準）
ＧＭ規格
（１２８音色）

ＸＧ規格
（ＹＡＭＡＨＡ）

ＧＳ規格
（ローランド）

内部音源
（ソフト音源）

外部音源
（ＹＡＭＡＨＡ製
ローランド製
ＫＯＲＧ製 など）

音質は低い

音質は高い

①

②
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【Cherryの使い方】

★トラックリストの画面

左から、繰り返し演奏・先頭に戻る・現在の演奏位置の１つ前の小節に戻る・その小節の先頭に戻る・演奏開

始（もう一度押せば演奏ストップ） ・一つ前の小節に進む

・各段を“トラック”と呼ぶ。

（例えば、ギター，ベース，メロディー，ドラムス，ピアノなどを各１トラックとする。通常１６トラックまで使える ）。

・各トラックの左で、右クリックして“開く”を選択すると、次のようにトラックの内部を示す画面が現れ

る。

★トラック画面上部

テンポ小節番号トラック単位の切取や貼付など

表示トラックの
切り替え

数値入力画面
表示の切り替え

音符入力時の
最小単位の設定

音符の
入力，消去

音符の各種
パラメータ
の調節

表示幅の変更
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★トラック画面（左下は数値入力画面、右下の画面はピアノロールという）

＝

＝

＝

＝

１小節

全音符四分音符八分音符

十六分音符

※ や などの符点は、×１．５倍の長さ

付点二分音符二分音符


